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１．ハザード等の概況 

（用途（登録・指定を含む使用実態等）や産生実態等、調製等の処理による影響、汚染実態 

等） 

ツキヨタケやクサウラベニタケと並び、もっとも中毒例の多いキノコのひとつである。

オショウモタシ（東北地方）・カキモタセ（新潟）・コノハシメジ（青森、秋田）とも呼

ばれている。傘は径3～8cmで中型、赤みを帯びた褐色～クリーム褐色で、湿った時に粘

性があり、へりははじめ内側に巻く。柄は上部が白色、下部はうすい赤褐色を帯びる。

ひだは柄に対して湾生し、密、最初白色であるが、古くなると赤褐色のしみができる。

肉はやや厚く、白色で無味である。「見た目の派手なものは有毒であり、地味なキノコは

食べられる」という迷信から本種が食用と誤認されるものと考えられる。よく似ている

食用きのことしてチャナメツムタケがある。有毒成分としては、ウスタリン酸があり、

水溶性である。ウスタリン酸の作用機序は、Na+/K+-ATPアーゼを阻害であり、その結果、

頭痛、腹痛、嘔吐、下痢を引き起こす。何本食べたかより，毒成分が溶出した汁(水溶液)

をどのくらい摂取したかによって潜伏時間や症状の現れ方に差がみられる。 

 

２．人に対する健康影響 

（国内外の中毒事例、中毒症状、治療法、予後・後遺症 等） 

[国内外の中毒事例] 

国内における中毒事例としては、昭和60年（1985年）、採取した本人以外の家族が毒

きのこと知らずに調理、本人も含めて摂食し、中毒症状を発症した事例などが報告され

ている。 

 

[中毒症状] 

中毒症状としては、頭痛を伴った、嘔吐、下痢、腹痛などを起こす。青酸を生産する

能力があるが、人に害を及ぼすほどの量ではない。摂食後30分～2時間で症状が現れ始

める。 

 

[治療法] 

治療方法としては、医療機関での催吐と点滴療法により1～3日で回復する。 

 

[予後・後遺症] 

該当データ無し。 

 

３．汚染防止・リスク低減方法 

傘 ：赤褐色～くり褐色またはうすい黄褐色。 

湿っているとき粘性があり，葉や木くずが張り付いている。 

ひだ：柄に対してくっついており（湾生），密である。 

白く，古くなると赤褐色のシミができる。 

柄 ：上部が白く，下部はうすいまだらな赤褐色を帯びている。 
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根もとがやや膨んでいる。 

よく似ている食用きのことして、チャナメツムタケがあるが、チャナメツムタケは傘

が4-10cmで、傘周辺部や柄にささくれのような突起物が見られる。成熟するとなくなる。

ひだは白から黄土色になる。チャナメツムタケのつもりでカキシメジを食べた場合、吐

いたものを顕微鏡で観察すると胞子の大きさや形、 色の違いで区別することもできる。

しかし、胞子の観察だけでキノコの種類を決めることは困難である。（カキシメジの胞子

は、無色で内部に1個の油球がある。チャナメツムタケの胞子は、褐色でタマゴ形） 

 

４．リスク評価状況 

（１）国内 

  （評価結果、提言等、耐容摂取量等（急性参照用量含む）等） 

該当データ無し。 

 

（２）国際機関及び諸外国 

  （評価結果、提言等、耐容摂取量等（急性参照用量含む）等） 

該当データ無し。 

 

５．リスク管理状況 

（１）国内 

  （規格・基準設定状況、その他のリスク管理措置） 

厚生労働省においては、各都道府県等に対し、食用と確実に判断できないキノコ類の

採取、販売、摂取について消費者及び食品等関係事業者に対する注意喚起又は監視指導

の実施を要請するとともに、厚生労働省ホームページ（「自然毒のリスクプロファイル」）

において、有毒植物に関する特徴や有毒成分等の情報について掲載し、注意喚起を行っ

ている。また、各都道府県や各保健所においても、摂食が可能なキノコ等についての普

及啓発や情報提供を行っている。 

農林水産省においては、野生きのこを採取・摂取する際に、誤って毒キノコを摂取・

採取しないよう、食べられるかどうかを安易に自己判断せずに、きのこアドバイザーや

地域の専門機関など専門家の判断を仰ぐように林野庁のホームページ（「『きのこ』のは

なし」「毒きのこに注意」）において情報提供を行っている。 

 

   

（２）国際機関及び諸外国 

  （規格・基準設定状況、その他のリスク管理措置） 

該当データ無し。 

 

６．参考情報 

（１）分子式等 

分子式：C19H14O6 
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構造式： 

 
物質名（IUPAC）：α,α'-(1,3-ジオキソラン-4,5-ジイリデン)ビス[(α ,

α’-(1,3-Dioxolane-4,50diylidene) bis] 

ＣＡＳ番号：該当データ無し。 

 

（２）その他 

  （リスク管理機関等における有用情報等） 

群馬地方では食用のクリフウセンタケをカキシメジとも呼ぶ。 
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調査項目 概要 
引用文

献 

ａハザードの名称／別名 
カキシメジ／オショウモタシ（東北地方）・カキモタセ（新潟）・コノハシメジ（青

森、秋田） 
5-3-2 

ｂ食品中の物質の名称／別名（ハザードが「食品そのものの状

態」を指す場合に記入。（例：ハザードが「ジャガイモ」の場合に食品中の物質とし

て「ソラニン」を記入。）） 
ウスタリン酸 5-3-1 

ｃハザ

ード等

の概況

（国内/

諸外国） 

用

途

等

や

汚

染

実

態 

①用途（登録・指定を含む使用実態等）や産

生実態等（貝毒やシガテラ毒の場合は原因とな

る有毒渦鞭毛藻に関する事柄を含む） 

秋に、コナラ、クヌギなどの雑木林の地上に群生して発生する。 

傘：径 3～8cm、中型、赤みを帯びた褐色～クリーム褐色、湿った時に粘性あ

り。へりははじめ内側に巻く。 

柄：上部白色、下部うすい赤褐色。 

ひだ：柄に対して湾生、密、最初白色、古くなると赤褐色のしみ発生。 

肉：やや厚く、白色、無味。 

5-3-1 

5-3-2 

5-3-3 

②調製・加工・調理による影響（特

に調理等の処理によるリスクの低減や

増加等） 
該当データ無し  

汚

染

実

態 

ハザード等に

よる汚染経

路、汚染条件

等 

③生産段階 該当データ無し  

④加工・流

通段階 
該当データ無し  

ハザード等に

汚染される可

能性がある

農畜水作物/

食品の生産

実態 

⑤農畜水産

物/食品の

種類 

該当データ無し  

⑥国内外の

生産実態、

海外からの

輸入実態 

該当データ無し  

⑦注目されるようになった経緯（事故や

事件があった場合に記入。） 
該当データ無し  

ｄヒトに

対する

健康影

響 

①中毒事例（国内/諸外国） 

昭和 60 年（1985）、朝食前に採ってきたきのこをクリタケとカキシメジに分けて

バケツに入れ置いた。本人は、カキシメジは塩漬けにすれば毒が抜け、肉厚

で舌触りの良い優秀な食用きのこになると知っており持ち帰ったが、母親がこ

れを知らず 2 本のきのこをうどんに入れて摂食。母親はきのこのまろやかな

味と香りが相俟って美味しいので、汁を 3 杯飲んだ。父親は不安もあり、汁だ

けしか摂食しなかった。本人は食べているうちに口の中がなんとなく灰汁っぽ

かったので、よく見ると汁の中にカキシメジがあるのに気が付いたが、そのま

ま摂食。摂食 30 分後、激しい吐き気と嘔吐があり全て吐き出した。その後 15

分間隔で母と本人は激しく嘔吐した。嘔吐と嘔吐の間は無症状で全く健康状

態に戻ったが、母親は次第に顔色も悪くなり、全身に力が入らなくなったため

病院へ受診した。 

5-3-1 

②中毒症状（摂取から発症までの時間・

期間を含む） 

頭痛を伴った、嘔吐、下痢、腹痛などを起こす。青酸を生産する能力がある

が、人に害を及ぼすほどの量ではない。摂食後 30 分～2 時間で症状が現れ

始める。 

5-3-1 

③治療法 医療機関での催吐と点滴療法により 1～3 日で回復する 5-3-1 

④予後・後遺症 該当データ無し  

ｅ汚染防止・リスク低減方法 

よく似ている食用きのことして、チャナメツムタケがあるが、チャナメツムタケ

は傘が4-10 cmで、傘周辺部や柄にささくれのような突起物が見られる。成熟

するとなくなる。ひだは白から黄土色になる。チャナメツムタケのつもりでカキ

シメジを食べた場合、吐いたものを顕微鏡で観察すると胞子の大きさや形、 

色の違いで区別することもできる。 

5-3-1 

ｆリスク

評価状

況（国内

/国際機

関/諸外

国） 

①評価結果（最終結果または途中経過

を記入。） 
該当データ無し  

②提言等 該当データ無し  

耐

容

摂

取

③耐容摂取量、摂取許容量及び

急性参照用量 
該当データ無し  

④耐容摂取量、摂取許容量及び

急性参照用量の根拠 
該当データ無し  
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量

等 
⑤安全係数 該当データ無し  

暴

露

評

価 

⑥推定一日摂取量 該当データ無し  

⑦推定方法 該当データ無し  

⑧MOE（Margin of exposure） 該当データ無し  

毒

性

評

価 

体

内

動

態 

⑨経口摂取における吸収及

び吸収率 
該当データ無し  

⑩分布 該当データ無し  

⑪代謝（半減期） 該当データ無し  

⑫排出（排泄） 該当データ無し  

⑬毒性学上重要な化合物 該当データ無し  

毒

性 

⑭急性毒性 該当データ無し  

⑮眼・皮膚に対する刺激性

及び皮膚感作性試験 
該当データ無し  

⑯亜急性毒性 該当データ無し  

⑰慢性毒性 該当データ無し  

⑱発がん性 該当データ無し  

⑲生殖発生毒性 該当データ無し  

⑳遺伝毒性 該当データ無し  

○21 微生物学的影響 該当データ無し  

○22 その他 該当データ無し  

ｇリスク

管理状

況（国内

/国際機

関/諸外

国） 

①規格・基準設定状況（基準値等） 該当データ無し  

②その他のリスク管理措置 

厚生労働省においては、各都道府県等に対し、食用と確実に判断できないキ

ノコ類の採取、販売、摂取について消費者及び食品等関係事業者に対する注

意喚起又は監視指導の実施を要請するとともに、厚生労働省ホームページ

（「自然毒のリスクプロファイル」）において、有毒植物に関する特徴や有毒成

分等の情報について掲載し、注意喚起を行っている。また、各都道府県や各

保健所においても、摂食が可能なキノコ等についての普及啓発や情報提供を

行っている。 

農林水産省においては、野生きのこを採取・摂取する際に、誤って毒キノコを

摂取・採取しないよう、食べられるかどうかを安易に自己判断せずに、きのこ

アドバイザーや地域の専門機関など専門家の判断を仰ぐように林野庁のホ

ームページ（「『きのこ』のはなし」「毒きのこに注意」「スギヒラタケ」）において

情報提供を行っている。 

5-3-5 

ｈ参考

情報 

分子式

等（複数の

関連物質が

ある場合は

代表的なも

のについて

記入のこと） 

①分子式／構造式 

C19H14O6 

5-3-1 

5-3-4 

②分子量 338.315 5-3-4 

③物質名（ＩＵＰＡＣ） 
α,α'-(1,3-ジオキソラン-4,5-ジイリデン)ビス 

[(α,α’-(1,3-Dioxolane-4,50diylidene) bis] 
5-3-4 

④ＣＡＳ名／ＣＡＳ番号 該当データ無し  

物理化

学的性

状（複数の

関連物質が

ある場合は、

代表的なも

のについて

記入のこと） 

⑤性状 該当データ無し  

⑥融点（℃） 該当データ無し  

⑦沸点（℃） 該当データ無し  

⑧比重 該当データ無し  

⑨溶解度 該当データ無し  

⑩検査・分析法 該当データ無し  

備 考 

⑪出典・参照文献（総説） 該当データ無し  

⑫その他（リスク管理機関に

おける情報等） 
群馬地方では食用のクリフウセンタケをカキシメジとも呼ぶ。 5-3-3 
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注１）各項目に該当する情報が無い場合は、「該当なし」「該当データ無し」等と記載した。 

注２）各項目名については、ハザード等の特性に合わせた適切な文言へ変更した。 

 

引用文献 

5-3-1. 厚生労働省 「自然毒のリスクプロファイル」より、植物性自然毒－カキシメジ－詳細版 

http://www.mhlw.go.jp/topics/syokuchu/poison/kinoko_det_01.html 

5-3-2. 学研 日本の毒きのこ フィールドベスト図鑑 

5-3-3. 前橋市 食中毒情報／カキシメジ 平成 22 年 9 月 1 日 

http://www.city.maebashi.gunma.jp/kbn/22701205/22701205.html 

5-3-4. 日化辞 Web JST の有機化合物辞書 DB「日本化学物質辞書」検索サービス 化学構造検索、名称検索 

http://nikkajiweb.jst.go.jp/nikkaji_web/pages/top.jsp 

5-3-5. 食品安全委員会 食品安全情報システム http://www.fsc.go.jp/fsciis/ 
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※平成 22 年度食品安全確保総合調査 「輸入食品等の摂取等による健康影響に係る緊急時に対応するために実施

する各種ハザード（微生物・ウイルスを除く。）に関する文献調査報告書」より抜粋 （株式会社三菱総合研究所作成） 

（参考） 



 
 

I． 調査の概要 

 

1. 調査目的 

現在、食品安全委員会は、緊急事態等（注１）の発生時に把握している科学的知見をハ

ザード概要シート（注２）に取りまとめ、国民に向けて情報提供を行っている。 

一方、国民からはより迅速な情報提供を求められているが、現状においては、ハザード

概要シートをゼロから作成しているため、その完成までに多くの時間を要している。 

そのため、今後、緊急事態等の発生時の一層迅速な情報提供に資することを目的として、

輸入食品、添加物、器具又は容器包装等（以下「輸入食品等」という。）の摂取等による健

康影響に係る緊急事態等の発生の原因となることが将来的に懸念されるハザード（微生

物・ウイルスを除く。）について、当該ハザードの特徴、人の健康への影響、関連食品等に

関する文献を収集し、データ等を情報整理シート（注３）にまとめるとともに、あらかじ

めハザード概要シート（案）を作成した。 

 

（注１）緊急事態等 

食品の摂取を通じて、国民の生命又は健康に重大な被害が生じ、又は生ずる

おそれがある場合であって、食品の安全性を確保するために緊急の対応を要する

とき（食品安全関係府省緊急時対応基本要綱（平成１６年４月１５日関係府省申

し合せ）の第１項に規定）。 

（注２）ハザード概要シート 

緊急事態等の発生時に、食品安全委員会が把握している科学的知見を取りま

とめ、いち早く国民に向けて分かりやすく情報提供することを目的とするもので

あり、物質の科学的性質等の情報を日本工業規格Ａ列４番（以下「Ａ４サイズ」

という。）１～２枚程度にとりまとめたもの。具体的な記載事項は、用途や使用

状況等の概要、毒性の程度、国内外での評価状況、分子式等。 

（注３）情報整理シート 

各ハザードについて、その概要とハザード概要シートを作成する際に使用し

た引用文献を整理したもの。 

 

 

2. 調査項目 

2.1 調査対象ハザードの選定 

農薬、動物用医薬品、食品添加物の各分野については厚生労働省が毎年公表している「輸

入食品監視指導計画に基づく監視指導結果」の過去３か年度（平成１９年度、平成２０年

度、平成２１年度）の検査内容別の違反事例から、自然毒（植物性自然毒）については厚

※平成 22 年度食品安全確保総合調査 「輸入食品等の摂取等による健康影響に係る緊急時に対応するために実施する

各種ハザード（微生物・ウイルスを除く。）に関する文献調査報告書」より抜粋 （株式会社三菱総合研究所作成） 



 
 

生労働省が毎年公表している「食中毒統計」の過去３か年次（平成１９年次、平成２０年

次、平成２１年次)の食中毒発生事件事例から、調査対象ハザードを選定した。選定したハ

ザード数を以下に示す。 

 

分野 対象 選定数 

農薬 残留農薬に係る違反事例 ３０ 

動物用医薬品 残留動物用医薬品に係る違反事例 １３ 

食品添加物 指定外食品添加物の含有に係る違反事例 ２０ 

自然毒 

（植物性自然毒） 

食中毒発生事例のうち原因物質が自然毒

‐植物性自然毒できのこに関する事件事例

（ツキヨダケ、ドクササコ等） 

１６ 

食中毒発生事例のうち原因物質が自然毒

‐植物性自然毒で高等植物に関する事件事

例（アジサイ、トリカブト等） 

１０ 

自然毒 

（動物性自然毒） 

下痢性貝毒、麻痺性貝毒、記憶喪失性貝毒、

神経性貝毒、アザスピロ酸、フグ毒、シガテ

ラ毒、パリトキシン及び関連毒、テトラミン 

９ 

かび毒 オクラトキシンＡ、ステリグマトシスチ

ン、パツリン、ゼアラレノン、T-2 トキシン、

HT-2 トキシン、フモニシン 

７ 

汚染物質 水銀（総水銀、メチル水銀）、鉛、有機ス

ズ化合物、ダイオキシン類（注４）、ヒ素、

フタル酸エステル、臭素系難燃剤、カルバミ

ン酸エチル 

９ 

 

（注４）ダイオキシン類 

ダイオキシン類対策特別措置法（平成１１年７月１６日法律第１０５

号、最終改正：平成２２年５月１９日法律第３４号）第２条に規定のダ

イオキシン類のことで、ポリ塩化ジベンゾフラン、ポリ塩化ジベンゾー

パラージオキシン、コプラナーポリ塩化ビフェニルをいう。 

 

2.2 専門家の選定 

ハザードの各分野（農薬、動物用医薬品、食品添加物、自然毒、かび毒、汚染物質）に

関する有識者であって調査対象ハザードに係るリスク評価及びリスク管理に関する調査・

研究等に関わった経験を有する専門家を各分野それぞれ２名以上選定した。 

 

 

2.3 ハザード概要シート（案）等の作成 

ハザード概要シート（案）等の作成を行った。それに合わせて以下を実施した。 
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(1) 文献の収集 

情報整理シートに記載すべきデータが記載されている国内外の文献等の収集を行った。 

 

(2) 関連データの抽出・整理 

収集した文献から情報整理シートの項目に関連する記述・データを抽出し、主要な文献

ごとに要約を作成した。 

 

(3) 情報整理シートの作成 

要約したデータ等を、情報整理シートの該当項目に簡潔に記載し、各専門家による確認

を受けた。 

 

(4) データベースの作成 

収集した文献について、データベースにとりまとめた。 

 

(5) 概要の作成 

特に①ハザード等の概況とヒトに対する健康影響、②汚染防止・リスク低減方法、③リ

スク評価状況④リスク管理状況について要約を記載し、各専門家による確認を受けた。 

 

(6) ハザード概要シート（案）の作成 

抽出、要約したデータからハザード概要シートの原案を作成し、各専門家による確認を

受けた。 

なお、ハザード概要シートは、国民に対する情報提供を目的とするものであるため、原

案作成に当たっては、平易な言葉を用い、また国民が得たいと考える情報を正確に提供で

きるよう工夫して作成するよう特に留意した。 
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調査方法についての詳細は、下記 URL を御参照ください。 

 http://www.fsc.go.jp/sonota/h22mri_houkoku.pdf 




